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［２］ 岩石の分類と産状 

D． 火成岩の分類と産状 

(３) 岩石系列について 

 一定の時空分布の範囲内の火成岩は化学的・鉱物学的に共通

の特徴を有し，成因的に密接に関連すると考えられる．このような

時空分布のことを岩石区と呼ぶ．岩石区を広く比較検討すること

により，岩石系列（rock series）という概念が生まれた． 

(i) アルカリ系列(alkalic series)/ソレアイト系列(tholeiitic series)      

       主に玄武岩中心の岩石区に基づいている． 

      異なる初生マグマに由来すると考えられる． 

 鉱物学的な区分： 前回のプリント図 

 ・アルカリ（Na2O+K2O）-シリカ（SiO2）図における区分． 

 

 

 

(ii) ソレアイト系列/カルクアルカリ系列 

  (tholeiitic series/calc-alkalic series) 

 非アルカリ玄武岩マグマの結晶分化作用では，鉄に富む安山岩

質マグマが生成するが，島弧安山岩では鉄に富まない安山岩が

多産し，それを区別するためにカルクアルカリ系列が提唱された．

「カルクアルカリ」は Peacock（1931）のアルカリ・ライム指数による

分類に由来する． 

 

カルクアルカリ系列の成因≒安山岩の成因≒大陸地殻の成因 

・結晶分化作用（磁鉄鉱を含む POAM 分別） 

・マグマ混合（閉じた系） 

・初生安山岩質マグマ 

・沈み込みスラブの部分溶融（アダカイト：ザクロ石，角閃岩） 

・地殻下部の部分溶融とマグマ混合 

 

(４)  マグマの組成変化機構 

   ・マントルかんらん岩の部分溶融         

    ・結晶分化作用 （層状分化岩体，スケアガード等，斑晶の分

別で化学組成が説明できる） 

   ・地殻物質の部分溶融（ハンレイ岩，堆積岩，安山岩） （同位

体，微量成分による証明） 

   ・マグマの混合 （一回の噴火で，異なる組成のものが様々に

混合した産状を示す．非平衡な斑晶鉱物組み合わせ） 

   ・液相不混和 （実験で示される： 鉄に富む残液で顕微鏡的

に観察される） 

   ・ソーレー効果  （熱勾配での元素拡散： 一般に熱拡散が早

く元素拡散は遅いので地球上では対流が生じ効きにく

い，無重力状態では効く場合がある） 

 



(５)  C.I.P.W ノルム計算： 全岩組成から鉱物組成（一気圧，無

水）を見積もる方法 

  ・玄武岩のノルム 4 面体での区分．(Yoder & Tilley, 1960) 

 

   シリカに飽和（アルカリ系列）/不飽和（ソレアイト系列） 

      ol (Mg2SiO4) + Qｚ (SiO2) = hy (Mg2Si2O6) 

      ne (NaAlSiO4) + 3Qｚ (SiO2) = ab (NaAlSi3O8) 

  通常の条件では右辺が安定なので，ol と Qｚ, あるいは ne と  

Qｚ は共存できない．このことから Qz が安定な場合をシリカ

(SiO2)に飽和，ol, ne が安定な場合をシリカに不飽和と呼び，そ

れぞれソレアイト岩系，アルカリ岩系に対応することが示された． 

 

 主要化学成分： SiO2, TiO2, Al2O3, Fe2O3, FeO,  

    MnO, MgO, CaO, Na2O, K2O, P2O5 （11 成分） 

 

計算の手順： １ 重量％からモル数の計算 

          ２ 微量成分鉱物の計算 

          ３ 主要成分鉱物の計算 

          ４ シリカの分配 

          ５ 重量％の計算 

 Q２  プリント末尾の分析表のうちから分析値１つ（できれば学

籍番号の下 2 桁の番号のもの）を選び，CIPW ノルムを計算しなさ

い．下 2 桁が 21 以上の人は，（学番-20*ｎ）の番号を用いなさい． 

（注１）プリントには分子比が 0.002 以下は無視してよいと書いてあるが，こ

れは無視して，有効数字に注意して計算をおこなって下さい． 

（注２）(II) (i) CO2 については，CaCO3 を作るように計算して下さい． 

＜ 以 下 の ノ ル ム 計 算 法 は 都 城 ・ 久 城 ， 共 立 全 書 に よ る ＞

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

火成岩の分析表 ＜「日本の火成岩」より＞ 

 

 

 


